
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
た
な
芽
吹
き
と
温
か
な
風

が
心
潤
す
素
適
な
春
が
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
、
日
頃
か
ら
高
橋
政
雄
の

地
域
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
世
界
で
は
、
未
だ
猛
威
を
ふ
る
う
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
禍
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
理
不
尽
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
中
国
の

高
圧
的
で
露
骨
な
覇
権
姿
勢
。
恐
怖
と
不
気
味
な
出
来
事
が
次

か
ら
次
へ
、
混
沌
と
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
大
人
世
代
は
、
こ
ん
な
不
安
な
体
験
を

子
供
た
ち
へ
味
あ
わ
せ
た
く
は
な
い
。
普
通
の
平
穏
で
平
和
な

世
界
を
強
く
望
み
た
い
。

私
の
心
は
常
に
地
元
に
あ
り
ま
す
。
「
高
橋
ま
さ
お
」
は
、

地
域
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
と
心
を
共
に
し
て
、
今
後
と
も

大
い
に
汗
を
流
し
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
五
年
春
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初

詣

元
気
に
働
く

地
元
神
社
「宮
本
の
氷
川
様
」

正
月
元
旦
に
、
三
室
・
宮
本
の
氷
川
神
社

へ
一
人
新
年
初
お
参
り
し
た
。
四
年
前
ま
で

毎
年
、
末
っ
子
の
亡
き
マ
ー
君
と
一
緒
に
、

お
参
り
し
て
い
た
お
宮
だ
。

参
詣
客
の
皆

さ
ん
の
多
い
こ

と
に
驚
い
た
。

も
っ
と
も
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も

人
の
出
が
増
え

た
感
あ
り
。

参
拝
の
順
番
待
ち
時
間

た
っ
ぷ
り

年
の
初
め
の
覚
悟

少
々
異
常
と
い
え
る
働
き
過
ぎ
の
３
６
５

日
ま
ー
ち
ゃ
ん
。
で
も
、
性
分
は
変
え
ら
れ

な
い
の
で
、
生
涯
続
け
よ
う
と
思
う
。

そ
の
た
め
の
健
康
管
理

や
体
力
維
持
は

必
要
だ
。

若
さ
を
求
め

て
、
ス
ト
レ
ッ

チ
、
文
化
調
査
、

芸
術
体
験
や
探

訪
を
続
け
る
。

働
く
働
く

た
く
さ
ん
働
き
ま
す

H.Pブログ 毎日更新

「まーちゃん日記」
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１
２
月
の｢

本
会
議
質
問｣

<12/14>

12月の県議会にて、締めくくりの演壇に
立った。県に対して鋭く質問・提言。
「グローバル有能人材の、文化芸術立県、
大学附属病院の建設、発達障害への…」
高橋政雄の熱い提言・質問～知事の答弁、
知事と一対一の真剣勝負。（写真/左）

「地域の声を県政に！」

《
大
野
知
事
弁
弁
》

順
天
堂
大
学
の
新
病
院
は
、
当
初
平
成
32
年
度
す
な
わ
ち
令
和
2
年
度

末
開
院
の
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
4
月
に
県
承
認
の
計
画
に

よ
り
、
現
在
基
本
設
計
に
着
手
す
る
な
ど
、
令
和
9
年
11
月
の
開
院
を
目

指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
整
備
計
画
を
遅
滞
な
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
着
実
に
進

め
る
た
め
に
、
進
行
管
理
こ
そ
大
学
が
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
す

が
、
県
が
し
っ
か
り
と
進
捗
を
把
握
し
、
関
係
者
間
の
調
整
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

例
え
ば
、
砂
川
副
知
事
に
指
示
し
、
さ
い
た
ま
市
副
市
長
と
毎
月
連
絡
会

議
を
行
い
、
病
院
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
互
い
に
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
病
院
建
設
が
計
画
通
り
進
捗
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
い
た
ま
医
療
圏
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
大
学
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
き
、
現
時
点
か
ら
開
院
後
に
提
供
す
る
医
療
に
つ
い
て

協
議
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
関
係
者
と
調
整
を
図
り
、
円
滑

な
会
員
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
通
り
、
地
域
の
方
は
も
と
よ
り
、
医
師
派
遣
の
実
現
に
よ

り
県
民
の
寄
せ
る
期
待
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
学
側
か
ら
も
地
域
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
病
院
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

開
院
に
向
け
た
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け
、
大
学
に
対
し
着
実
な
病
院
整
備
を
要

請
す
る
な
ど
県
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○
あ
い
さ
つ

・
働
き
盛
り
の
高
齢
者
、
元
気
に
格
好
良
く
質
問
を
始
め
ま
す
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
有
能
人
材
の
育
成

・
グ
ロ
ー
バ
ル
思
考
の
若
者
へ
の
留
学
支
援
の
今
と
こ
れ
か
ら
。

・
県
職
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
有
能
人
材
の
育
成
。

・
国
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

<

答
弁
者>

知
事

②
文
化
芸
術
の
埼
玉
県
・人
づ
く
り

・
多
く
の
施
設
と
総
合
力
で
子
供
た
ち
へ
の
文
化
芸
術
の
教
育
。

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。

・
我
が
国
の
誇
り
、
国
力
で
す
。
知
事
ど
う
考
え
ま
す
か
。

<

答
弁
者>

知
事

③
大
学
附
属
病
院
の
建
設

・
重
要
な
事
業
な
の
で
知
事
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

・
順
天
堂
大
学
浦
和
美
園
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を

着
実
に
進
め
る
為
の
決
意
を
お
示
し
頂
き
た
い
。

<

答
弁
者>

知
事>

④
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
線
の
延
伸
に
つ
い
て

・
令
和
5
年
度
の
鉄
道
事
業
者
要
請
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
。

・
県
と
市
は
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

・
延
伸
に
向
け
て
の
知
事
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

<

答
弁
者>

知
事

⑤
発
達
障
害
へ
の
理
解

・
発
達
障
害
に
は
4
つ
の
症
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

・
発
達
障
害
児
・
障
害
者
を
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、
社
会

で
支
援
の
必
要
が
あ
る
。
能
力
を
つ
ぶ
し
て
は
い
け
な
い
。

・
県
は
こ
れ
ま
で
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
福
祉
部
長
に
伺
い
ま
す
。

<

答
弁
者>

福
祉
部
長

⑥
み
ぬ
ま
緑
地
と
新
見
沼
大
橋

・
新
見
沼
大
橋
有
料
道
路
の
料
金
徴
収
期
間
4
年
、
無
料
化

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

・
変
な
答
弁
で
あ
れ
ば
、
答
弁
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
。

<

答
弁
者>

県
土
整
備
部
長

知
事
へ
鋭
い
質
問
！

質
問
・提
言

～

答
弁

「大
学
病
院
」

③
大
学
附
属
病
院
の
建
設

「
大
学
附
属
病
院
の
建
設
」
に
つ
い
て
。
と
っ
て
も
重
要
な
事
業
な
の
で

大
野
知
事
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
緑
区
の
美
園
地
区
で
は
、
埼
玉
高
速
鉄
道
の
浦
和
美
園
駅

と
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
を
中
心
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
機
能
と
商

業
・
業
務
機
能
を
兼
ね
た
魅
力
あ
る
新
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
に
営
々

と
区
画
整
理
が
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
順
天
堂
大

学
附
属
病
院
の
建
設
は
、
さ
い
た
ま
市
緑
区
、
岩
槻
区
の
住
民
に
と
っ
て
、

街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
期
待
の
大
き
な
事
業
で
す
。

し
か
し
、
建
設
予
定
地
は
柵
で
囲
ま
れ
、
「
建
設
予
定
地
」
の
表
示
看

板
が
あ
る
も
の
の
、
未
だ
建
設
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
が
一
向
に
見
え

て
こ
な
い
。
「
本
当
に
病
院
が
建
つ
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
心
配
す
る
声
と

共
に
、
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
が
地
元
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
大
学
病
院
の
誘
致
は
、
我
々
自
民
党
県
議
団
が
国
の
岩
盤
規
制
で

あ
る
病
床
規
制
に
風
穴
を
開
け
て
、
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。

以
来
10
年
、
も
っ
と
早
く
開
業
し
て
い
れ
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
陽
性
患
者
の
受
け
入
れ
医
療
機
関
と
し
て
大
い
に
役
に
立
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。
い
つ
ま
で
、
日
本
一
医
師
の
少
な
い
県
に
甘
ん
じ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
？
本
当
に
歯
が
ゆ
い
思
い
で
す
。

そ
ん
な
中
、
執
行
部
よ
り
基
本

設
計
及
び
実
施
設
計
が
当
初
予
定

よ
り
前
倒
し
に
な
っ
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。
８
０
０

の
病
床
を
有
す
る
大
き
な
病
院
で

す
か
ら
。
令
和
９
年
11
月
ま
で
の

開
院
は
実
際
の
と
こ
ろ
か
な
り
厳

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
は
ず
で
す
。

ま
し
て
、
大
学
院
、
看
護
学
部

を
併
設
す
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
今
後
の
進
捗
が
と
て
も

気
に
な
り
ま
す
。
先
月
公
開
さ
れ

た
「
順
天
堂
浦
和
美
園
キ
ャ
ン
パ

ス(
仮
称)

等
整
備
事
業
に
係
る
環

本年度12月定例県議会

大
野
知
事
と
高
橋
政
雄
「知
事
室
」

県議会通信
ー私の最大の政治課題ー

大学附属病院の建設「緑区/美園」

高 橋 ま さ お 800床の大病院

病院建設地 / 緑区美園

境
影
響
評
価
計
画
書
」
に
よ
る
と
、
新
病
院
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
遠
隔
医
療
、
陽
子
線
治
療
な
ど
最
先
端

の
医
療
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
機
能
が
整
備
予
定
で
あ
り
、
埼
玉
県
民
が
誇
り
に
思
う
高
機
能
な
医
療
機
関
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
日
頃
主
張
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
国
内
外
の
幅

広
い
有
能
な
人
材
が
集
ま
る
大
学
院
、
研
究
施
設
を
併
設
す
る
と
し
て
い
る
。

私
は
、
5
年
前
の
平
成
29
年
度
12
月
の
定
例
県
議
会
に
お
い
て
「
県
北
地
域
に
も
高
度
医
療
」
を
、
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の
埼
玉
県
内
は
、
す
べ
て
地
元
な
ん
で
す
。
こ
こ
で
は
、
埼
玉
県
で
不
足
す
る
医
師
の

育
成
・
派
遣
が
可
能
と
な
る
施
設
・
機
能
の
充
実
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る
。
正
に
医
師
派
遣
の
拠
点
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

名
に
値
す
る
施
設
な
の
だ
。

順
天
堂
大
学
に
は
、
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
計
画
を
、
責
任
を
持
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、
こ
の

壮
大
な
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
い
た
ま
市
や
地
域
の
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
様
々
な
関
係
者
と
の
調
整

が
必
要
不
可
欠
と
の
こ
と
だ
。

学
校
法
人
の
事
業
と
は
い
え
、
学
校
法
人
任
せ
に
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
「
県
は
支
援
す
る
立
場
！
」
と
の
言

い
訳
は
聞
き
た
く
な
い
。
事
業
の
進
行
管
理
は
、
本
県
の
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
医
師
派
遣
の
拠
点
と
し
て
、

大
学
附
属
病
院
を
誘
致
し
た
執
行
部
の
責
任
が
あ
る
。
計
画
実
現
の
た
め
に
は
、
県
は
よ
ほ
ど
腹
を
据
え
て
か
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
順
天
堂
大
学
浦
和
美
園
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
、
今
後
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
知
事
の
決
意
を
お
示
し
い

た
だ
き
た
い
。
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